
資料No.３

水稲10ａ当たり平年収量の算定方法について

１ 定 義

10ａ当たり平年収量とは、

① その年の気象の推移や被害の発生状況などを平年並みと仮定し

た上で、

② 実収量のすう勢を基に、

③ 最近の栽培技術の進歩の度合や作付変動等も考慮して作成され

た、その年に予想される収量をいう。

２ 算定方式

気象変動要因による収量への影響（気象効果）（注１）を極力除去し

た単収に補正した上で、これからスプライン関数（注２）を用いて滑ら

かな曲線（傾向値）を導き出し、この傾向値に技術改良（品種構成、

栽培技術等の変化）などの近年のすう勢を反映して、翌年産の1.70

ミリふるい目幅基準の10ａ当たり平年収量を算定する。

また、27年産より、この算定方式で導き出された1.70ミリふるい

目幅基準の10ａ当たり平年収量を基に、各農業地域で多くの農家等

が実際の選別に使用しているふるい目幅別の重量割合を乗じて、農

家等が使用しているふるい目幅別10ａ当たり平年収量を算定する。

注１： 気象効果には、観測体制が整った昭和５４年以降のアメダスデータ（平均気温、

最高気温、最低気温、日照時間（推定日射量に変換）、降水量、風速の６要素）を加

工して作成した気象指数を適用している。このほか、出穂前の強い低温や台風等の

強風など一過性の減収要因を適切に反映するため、「低温積算値」と「日最大風速の

自乗値（風圧）」という補助変数も適用している。

注２： ス プ ラ イ ン 関 数 と は 、 小 区 間 内 で 各 々 定 義 さ れ た 多 項 式 （ ３ 次 多

項 式 が 用 い ら れ る こ と が 多 い 。） を 互 い に で き る だ け 滑 ら か に つ な

げ た 関 数 で 、 回帰手法の１つである。生物学、計量経済学、医 学 な ど 多 岐 の

分野で活用されている。

３ 利活用

これらの値は、作柄の良否を表す作況指数の基準となっていると

ともに、農作物共済事業における共済基準単収の算定等にも用いら

れている。



水稲の10ａ当たり平年収量の算定方法

①10a当たり実収量

（S54～最新年）

②10a当たり平年
収量（1.70㎜基準
ベース）を算出

③有識者会議を開催し意見聴取

不規則な気象効果（気象に
よる不規則な変動要因）を
除去し、補正単収を作成
後、それを基に長期的すう
勢（トレンド）の曲線を描く

アメダスデータ

・気温

（平均、最高、最低）

・日照時間

・降水量

・風速

検 証 栽培技術や作付品種構成等の変化状況等
最近の稲作生産事情
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10a当たり平年収量（1.70㎜基準ベース）

④多くの農家等が使用しているふるい目幅の10ａ当たり平年収量の決定

1.70㎜ふるい目幅基準ベースの10ａ当た
り平年収量に、当該地域において９割以上
の農家等が使用しているふるい目幅別を基
準とした割合を乗じて、農家等が使用して
いるふるい目幅別基準の都道府県別10ａ当
たり平年収量を算出

1.70㎜基準

ベース10ａ当た

り平年収量

（541㎏）

【参考例】 北海道の場合

×
多くの農家等が使用して
いるふるい目幅の割合
（1.85㎜以上）
（96.9％）

＝

農家等が使

用しているふ

るい目幅の10

ａ当たり平年

収量（524㎏）
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